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資料5-5令和７年度習志野市災害医療本部及び応急救護所設置運営訓練　反省結果

習志野保健所

できた できなかった どちらでもない 備考

①緊急時代行入力ができた 〇

②詳細状況代行入力ができた 〇

③EMISの活用方法を理解できた 〇

③医薬品の供給の流れ・手続きを理解できた 〇

〇EMIS代行入力訓練
・緊急時入力について、誤入力した情報（済生会習志野病院の情報を習志野第一病院に入力してし
まった）の削除方法が分からなかった。
・FAXで送付されてきた様式の項目とシステム入力する項目に相違があった。（支援要否の状況、火
災、浸水、多数患者の受診、職員の不足、FAX番号）
・病院名を記載する場所が様式になかった。
〇医薬品の供給要請訓練
・医薬品の供給要請において、スムーズにFAX及び電話のやりとりが出来た。

【到達目標③】災害医療本部と習志野保健所間ではEMISシステム（広域災害救急慰労情報システ
ム）の「研修・訓練１（都道府県、市区町村用）」を使用し、新システムの仕様に慣れ、迅速にEMISシス
テム入力・情報確認ができる。また、医薬品の供給要請の具体的な手続等を確認する。


